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夏

の非海道牽尋･

(その3)

ねて

r夏の北海道を尋ねて｣と題した巡検案内のこのシリ.一ズも･(その3)にまでなった.

以前に｢車窓展望｣と題したなかで室蘭本線と函館本線(no.49およびno.58)がと

り上げられたことがありこれらとあわせて北海道の主要部分がほぼおおわれたこととな

る.このシリｰズの最初は196り年に行なわれた地学団体研究会第23回総会に際しての地

質巡検の案内書として企画されたものだった.非常に短かい準備期間にもかかわらず

各執筆者が一致して協カレて下さムたおかげでふじに問に合うことができた･

写真と図を多くして'現地に役辛ちしかも読んで々牟るようにしたいのねらいは幸に

も好評で率翌咋とつづいて出子わけとならた･1含幸での雫目と執筆者を参考ま

でに記すと以下の通りである.

夏の北海道を尋ねて(その1)179号黄金道路一襟裳岬をめぐって在田一則

函館にて一鈴木守･佐藤一博之

藻南公園から簾舞まで太田一昌秀'蔓の北海道を尋ねて(その2)191号

札幌周辺の第四系大島和雄奥尻島めぐり秦光男･矢島導吉

札幌一苫小牧低地帯の火山灰佐藤博之大雪火山国府谷盛明･小林武彦

火山とカルデラ大場与志雄道北の自然を尋ねて北川芳男

神居古潭峡谷渡辺曄夫･柴草英彦阿寒国立公園佐藤博之

延べ25名の執筆者の他にも写真因資料で多くの方から協力をいただいたこれら

の方達のご好意は忘れられない.北海道にはこの他にも積丹半島松前半島オホｰツ

ク海沿岸などまだ取り上げるべき地域は多いが今回でひとまずこのシリｰズは完結と

したい.最後に愛読いただいた方にあつく感謝する.

利尻｡礼文国定公園

松井和典･秦光男

利尻･礼文国定公園は北海道最北端の日本海上に浮

かんでいる.利尻山は海抜1,718.7mで利尻富士と呼

ばれその秀峰の気高さと雄大さを誇っている.利尻

山頂に立てば遠くは樺太近くに礼文島と展開する眺望

は筆舌につくしがたく全国の登山家に親しまれている.

男性的な利尻島にくらべ礼文島は低平で女性的な島で

ももいわ

あるが西海岸の海蝕崖と奇岩桃若付近の高山植物は

あまりにも有名である.

利尻一リイシリｰすなわち高い山のある島

島へは第1図のように稚内･小樽･抜海からの船便の

ほか稚内から飛行機便がある.しかし稚内からの

船便が一般的で1970年にほフェリｰボｰトの就航があ

って島を訪れる観光客は急激に増加し20万人を越した.
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かつては3時間余の船旅も現在は2時間たらずとなり

明年は1,000t級の新造船の就航により1時間半と短縮

され島ばく一んと近くたってきた.

利尻の地形

利尻島は直径約18kmのやや南北に長いがほぼ円形を

呈する周囲約60kmの島である.山頂から海抜300～

400mまではきわめて急峻な地形であるカミそれより海

岸までは緩傾斜の裾野を広くひろげている.これを船

などから遠望するときは美しい円錐火山の形態を示して

いる.利尻火山の本体は篤四紀前半の活動によって生

成されたがその後の著しい侵蝕作用によって開析谷は

山体に深く切込んでいる･この著しい侵蝕によって生

じた砂礫は裾野を厚くおおい各侵蝕谷とも標式的た扇

状地形をつくっている.利尻火山の南麓鬼脇･仙法志

地域には多数の小寄生火山がみごとな岩津丘として存在

しており北麓地域にも一一部みられる.鬼脇ボン山

仙法志ボン山たどがこれである.また沼浦南浜には

規模の欠きた爆裂火口もある.

河川は利尻火山の頂上を中心としてそれから放射状

に走り源流部はきわめて急峻で現在でも岩石の崩落

がはげしい.その中でも雄志志内大空沢ヤムナイ沢

ベウタンケウシ沢およびトビウシナイ沢などは山頂部

から数100mの断崖をだし夏でも残雪をみることができ

る｡また源流部および海抜400m前後の地形傾斜変更

点付近では流水をみることがあるがほとんど洞沢で

ある.しかし鴛泊湾内地域では基盤岩カミ不透水層

となって地下浅所に伏在しているため流水に恵まれ

小水力発電所などもある.

利尻亀の地質

利尻火{は第四紀の初期一更新世一に島の主要形態

を形成するようだ火山活動がおこなわれたがその基盤

岩層は島の北部湾内付近にのみ現われる.この基盤

岩層の地質時代は新第三系中新世後期で同時代の地層

は稚内市周辺や礼文島に広く分布している.この地層

については後の鴛泊一湾内コｰスで述べることにする.
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利尻火山の生いたち

利尻火山は主として安山岩および玄武岩から構成さ

れており活動の時期を大きく2つに区分することがで

きる.このことは第2区および地質総括表からも容易

に理解していただけると思う.すたわち北部から東

部に分布する中新世の地層を基盤として第四紀の初期

(約100万年前)に活動がはじまった.最初は標高

1,700㎜余の急峻な火山体一主成層火山一の形成である.

その後これか長期の侵蝕作用をうけ島全域に厚い扇

状地堆積物を供給することになる.そして約2万年

前になるとまた島全体にわたっていろいろなところで火

山活動が発生した.これらの活動を侵蝕期後のものと

する.主成層火山体の初期の噴出物は玄武岩質熔岩が

主でこれは解析の進んだ山体の中央部に少量しかみら

れたい.主体は安山岩質の熔岩および火砕岩でベウ

タンケウシ沢ヤムナイ沢および雄志志内沢等の上流で

幾枚もの熔岩が成層しているのカミ観察される.そして

現
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火山体中央部では多数の玄成岩･安山岩質の放射状岩脈

灘がみられとくに利尻南稜では詳しく観察すること.が

できる.侵蝕期を経て後はまず沓形熔岩をはじめと

する玄武岩熔岩の流出があり沼浦および南浜の爆裂火

口の生成した後南腹および北腹に寄生火山灘の活動.が

はじまる.火I⊥1活動のさなかでも地形の急峻さや気

候などの影響のため山体の侵蝕作用は続いていて初

期に活動した噴火口ではこの位置さえも不明になって

しまっている.しかし利尻島の南部にはたお美麗た形

を呈する噴火口あるいは岩津丘も残っている.

鴛泊登山道(鴛泊から利尻山頂へ)

このコｰスは最も登山者の多い山道で眺めもよい.

山頂まで約4時間で登れる.鴛泊市街地から2合目ま

での約2たm･はゆるやかな登り坂であるカミ3合目から

急になっている.2合目から3合目にかけて樹林の中

に入るカミ左手に小山カミ現われる.この山が標高447

皿の鴛泊ポン山で3合目からポン山へと登る遣カミあり

山頂には展望台カミある.このポン山は以前には利尻火

山の寄生火山と考えられていたが実は利尻火山の基盤

岩層である鴛油層の堆積岩と角閃石石英安山岩カ､ら構成

されている.堆積岩は凝灰質の砂岩=泥岩･シノレト岩

などで道の随所に露出していみ1石英安山砦と堆積

岩の関係は山頂から50m程南側に寄らたところでみら

れシルト岩は石英安山岩の貫入で少し変質をうけてい

る.

ポン山山頂からは鴛泊港とベシ岬.左手に富士岬やポ

ンモシリ島その手前に利尻空港がみられ背後に利尻

山が身近に迫っている.港からの手近かた展望台とし

て親しまれている.また3合目には天然の湧水甘

露泉があリ登山者は離しもまずここで一休みし服装

を整えるのである:ここからしぱらくは何もみるもの

はたいが標高500㎜程から登山道は急にだリ利尻火

山本体の安山岩熔岩があちこちみられる.注意して右

手を見ると沢を1つへだてた先にやや平らだ地形をし

た所がある.それがマナイヌブリで径250m程の浅

い火口があり中央に小さな丘をもつ小型の二重式火山

である.さらに登山道を進むとやや地形の緩やかな所

に山小屋がある.ここは一名ちょうかノレ山とも呼ばれ

遠望を楽しみながらゆっくりと休むのによい.山小屋

の左手下の沢には水もある.山小屋を背にノ･イマツの

中を進んで行くと道はさらに急傾斜となリ山はたば赤

褐色を帯び火山らしさを味わう.利尻火山の活動では

末期の野塚熔岩と岩津層である.この付近から右手に

トビウシナイ択上流の崖そして南西に大きく開いた利

尻火山の火口がみられる.これからナイフの刃のよ

う次やせ尾根の急傾斜を苦闘の末利尻山頂に立つこと

ができる.島といおず礼文島樺太まで一望すること

ができはじめて日本列島の北端に来たことを感じさせ

る.また南下に大きくそそり立つ岩はロｰソク岩と

蒔畔れ親しまれている.ロｰソク岩は玄武岩の大き枚

岩脈の二部でありその付近は無数に高山植物が咲き乱

れている.､.帰り遣は沓形登山道(西側)か仙法志登山道

(南東)いずれかを宿や船の時間の都合で決めればよい.

鴛泊港

船から降りたらすぐ右手のベシ岬へ登ってみよう.

15分もあればゆっくりで岬の上には白亜の鴛泊灯台カミ

あり前面は断崖絶壁で港内や段丘地形そして利尻山

の展望がすばらしい.

岬への登リ口付近に灰色で塊状

蟹･第五図剃傲五順から南西方に見免る有名匁慎一ソク岩

鰯の摩い笠武岩岩脈

を呈する細粒砂岩からシノレト岩が

みられる.このシルト岩は島の

基盤岩をなしている中新世の鴛油

層でこの付近から湾内にかけて

広く分布している.ベシ岬を構

成している岩石は一般に暗灰色

を呈する角閃石安山岩一角閃石石

英安山岩で同源外来岩片が多い.

また流理構造らしきものが見ら

れるのと前記のシノレト岩が灯台

の直下にのっているのが見られる

ことから熔岩円頂丘であろうと

思われる.

鴛泊から湾内ヘ

バスで港を出てすぐ右手の崖に赤�



簸§鐵鷲滴湾内右端はペン岬

鴛泊港左口)白色部は塾盤岩層

ヤケした厚さ1脾程の負閃石石英安山岩の熔岩が見られ

る出これはベシ締の安山岩と同質のものでその下に

は鴛油層の砂岩やシルト岩がつづく.このシルト岩の

中からは海棲の貝化石や珪藻化石が出ている.貝化

石としてはハ･"伽涜α,五伽む㈱雌珪藻化石はん加飾

ユ1･Z肌呈C･∫ご1刎あご郷官伽1地ψ言脇オ洲ぬ仏8妙み外

力吻1泌,η脇Zα∬{0舳〃αで中新世後期の動物群を示

している.これらのシルト岩の露出のつぎにゴツゴツ

とした安山岩の熔岩凝灰角礫岩あるいは火山円礫岩が

出現する.前述のシノレト岩に不整合でおおわれていて

一利尻島で最も古い地層(港町層)で礫岩申にαZ舳洲

の破片を含んでいて溝海での火山活動に伴って生じた

ことを示している.この港町層は500㎜程露出してい

るにすぎない.湾内から野塚にかけての崖では本島

の1/3の地域を占める扇状地堆積物の断面がみごとに現

われている.前述の中新世の地層を不整合におおって

発達していてとくに湾内付近には新旧2期の堆積物が

みられる.これらは利尻火山の主成層火山体の活動

終了後に生じた砂礫や火山砕

屑物の成層堆積物で古いも

所として親しまれている｡木々の合間からの利尻富士

もまた格別で湖面にうつる逆さ富士の雄姿は絶景であ

る.この湖も最近までは自然潮としてまた爆裂火

口として知られてきたカミ周辺の地質状況からみるとど

うやら人工的に堰き止められたものら一しく郷土資料研

究家の申でも検討されているようである｡

湾内から野塚1雄意志内1さ､らに南◆1

姫沼入qから海岸道路を野塚へ途中発電所匁ど宇毒

ながら流水に親しみつつ沢の不甲扇状蝉積物牽み

ることができる･.この扇状坤堆積物を綿ヤ雫塚埼

岩(輝石カ咋らん石玄武埼)およびその岩津層の露雫字

路傍でみられる･雄岩擁の厚さ,舛築皿で辛わ上下に

火砕岩層カミある･'こ舛う蝉紳雄忠志内の近くで

もみることができる(第8図)､｣この野塚熔岩は利尻火

山の主体が形成されて後の長期にわたる激しい浸蝕作

用の終わる頃に利尻山頂付近から⇒ト東部地域に流れ出

たものである.1

のには前記中新世の地層の岩

片なども含んでいる.

神秘な湖二埠昭一1'.･

バスをすてて姫沼た寄って'

･∴みよ1･･､予知の師鱗

から台地ぺ牟どリろぐところ･

.の崖1砂礫層の軍頭淳あるの

1と気付くこれは旧期の扇状I

地堆積物である(第6図).･

これから1q分程めところ緑

の木美にかこまれ在静かな湖

面カミのぞまれ峯･.･1姫鱒や輝

か灘遊し島民のいこいの場

蚤

繁6願類沼蓬凶遺で縁扇状地堆積髄とぞ扱をおお

う火出噴餓物層をみること粧できる
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熔岩流は{頂部では約20｡の傾斜をもっているが麓

部から海岸付近にかけては緩い.肉眼でもきれいな

かんらん石や輝石の斑晶がみられる.

雄志志内を経て旭浜の部落流水橋にさしかかると右

手約300mのところに小高い丘の崖がみえる.ここの

丘は島の基盤岩である港町層(中新世)の火山角礫岩層

と鴛油層と同じようなシノレト岩カミ出ている.この丘は

一名二の台と呼ばれている.

鬼脇･沼浦･南浜

鬼脇に着く前に島の東海岸二つ石にある石崎灯台に立

寄ろう.

鬼脇は小樽から直行でき連絡船も大型化し近年何か

と便利よくたってきた､ここまで来るといままでとは

風景カミｰ変するのに気づく利尻山の緩やかた麓部から

海岸にかけて円昧を帯びた小山カミ点々としている.

これらの小高い山はすべてボン山と呼ばれている.ポ

ンｰアイヌ人は少し高い所をこうよんでいた.鬼脇ボ

ン山アララギ山仙法志ポン山オタドマリポン山

そしてメヌウショロポン山大小の差はあるがこれらは

みな利尻火山の寄生火山として生まれた岩津丘で彰苧.

ボン山は利尻火山の形成が終わ二って後利尻火山最後の

活動と考えられる.いずれもきれいた火口を有し二兎

脇ポン山仙法志ボン山などのように熔岩流を流出させ

たのもある.'これらポン山の活動はほとんど同時期で

相前後して行なわれたと考える.鬼脇仙法志アラ

ラギ山ではきれいな防錘型火山弾カミ得られる.とく

に仙法志ポン山ではその西側で大小種々な形状の火山

弾が採取できる.

沼浦南浜付近はこの付近でも特に美しい風景である.

両地域とも前記寄生火山灘に先立って活動･した爆裂火口

で沼浦では海岸近くの崖に地出物の露頭がみられる.

繁姻職一難鵬㈱でみ映る鰯鵜滋躰蝉塒(二色技餓影)

《･〉必･V㎞

第9図利尻火山南麓の地質図

(第3鰯の記号を参照)

第10図価法志ボン凶西麓のスコジヤ

第n図仙濃蒜嫌ン凶酒側の沢てばこ亭)ような火1土1弾力茎みられる�
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火口底は両者とも沖積層で埋めたてられ美しい湿原地

となリ豊富た湿原植物地帯である.沼浦湿原地には

オタドマリ湖と三目月湖の2つの沼があるが両沼付近

での湿原植物に著しい差のあることが知られている.

前者ではカヤツリグサ水コケ類カミ多いのに比べ後者

はザゼンソウミズバショウミクリミズボウシ次と

が混生している.また植物の高さも三目月湖の方が

小さいようである.

鬼脇登山道(鬼脇から利尻山頂へ一6時間コｰス)

利尻登山道の中では一番峻しいコｰスかも知れない･

鬼臨から1時間程静かな針葉樹林の中を歩く小鳥の美

しい鳴声にしばし足をとられる.道は実によい.樹

林道の終わる時眼前に欠きた荒沢があるこれがヤムナ

イ沢で巨岩が累カとして一見土石流の荒れ狂ったあと

を思わせる.派を渡ると白樺の林が続く道ほこの付

近から次第に急と扱ってくるが歩きやすいので助かる.

標高700㎜付近から急に苦しく次り道は電光道へ入り

ノ･イマツ帯へと植生は移行する.左手にはマオヤニ派

の断崖が眼下に続きその奥に山頂から600㎜位のほと

んど絶壁に近い崖カミ道っている.この崖を注意してみ

るとロｰプのたれ下っている事があるロッククライミ

ングのあとである.利尻南稜は放射状岩脈灘の集中と

浸蝕の進行が著しいためか実に起伏に富んだ地形を形

成しているのである.このためかえってアルピニス

トには南接力海まれるのであろう..標高1,400軸～

1,500血付近の道はゆるやかであるが足下には石崎川

の断崖がスリルをよぶ.マオヤニ沢やベウタンケウシ

沢は多数の熔岩と火砕岩の累重山稜部には岩脈群カミ

集中しているなど地質的によく類似している.

火砕岩は凝固が悪くノトズた層であるから登山には

足元にとくに注意を望みたい.

マオヤニ沢

仙法志からポン山の西側を経てマオヤニ沢に達し上

流へと登るところどころ流水が顔をのぞかせる､標

高500m一地形傾斜変更地点付近から仙法志熔岩添両側

に露出し択幅もぐんと狭ぐたり傾斜も次第に急と凌る世

標高700㎜を越える付近から利尻火{本体の安山岩質

熔岩が観察される.同時に派の両岸にはほぼ南北方向

を示す幅2～3皿の玄武岩岩脈群が幾本もみることが

できる.この岩脈灘は利尻主成層火山の活動に伴った

玄武岩安山岩カ吠部分であるが一部には火山本体の

侵蝕期後の火山活動に属すると考えられるものもある.

特にこの沢では一枚の大きな高い壁を作りその表面は

.亀の甲を想わ苦る節理がある｡この岩脈群は利尻山頂

火口を中心に放射状に集中する傾向があり利尻火山放

射状岩脈群と呼ばれている､

仙法志から沓形へ

熱2麟慮騰ボン1肋篶溜糠(左)お土び鰭滋(宏)豪)燦製火口を裟

む望郷余の熊笹で芝生のぶ引こおおわ派でいる

撤3鰹溜浦北策5腕搬の灘鋒では沼浦爆裂火Q鋤織物か不整合醐系

で野年層をおおっているのかみら扱るハンマｰのところが不

整合薦である

磁錘…一･

牢焚書童索夢ざマジポン出の火口

灘鰹

第鶯図溜溝鑑嚢火P内の秀夢ドマジ溜

霧

議�
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価法志海津には熔岩流が海中にまで達しておリ

湖拳などでは奇岩怪岩が多く岩生の植物と磯釣とし

ても良い処である.海水が実にきれいで夏には子供

達が北国の短い海水浴シｰズンを楽しんでいる光景は

公害に悩む私達には本当にうらやましい･

さらに島の西へと進み沓形に至る.蘭泊付近では第

17図のような海津地形がみえる.磯辺には沓形熔岩が

露出しその上を扇状地堆積物でおおわれいくつもの

V字形谷の発達しているのが目に止まる.この付近で

は扇状地堆積物に2期あるようだが露出が悪く確かめ

ることはむずかしい.神居付近から松林をへだて遠

くにみる利尻山姿も格別である.沓形に入り会津藩士

の墓に立寄リ歴史をしのぶのもよい.漁業の根拠地

としてこの付近は維新前にナでに開発されていたそう

である.当時は海産物は豊當であったが今もたお海

津では至る所で利尻コンブが水揚げされ浜辺に干さ

れている.

沓形登山道(沓形市街から利尻山頂へ)

利尻1⊥順への登山道はいずれも峻しいカ三その中でも

少しは楽な道といえばこのコｰスであろう.市街から

しばらくは畑の中を行き遣が少し傾斜する頃から樹林

の中に入ってしまう.この付近は実に美しい樹林であ

る.少し行くと島を一周する火防線にぶつかる近く

に天然木とヰばれる大きな記念樹がある.天然木を背

に記念写真を一枚とり一休みする､一これから当分は屍

遠しのたい道が続き樹林や熊笹が終わると急に遣は厳

しくなる.この付近からハイマツ地帯と在り遠望も

きき一段と楽しさを増してくる.標高王三400雌三眺山

を過ぎる頃から道はほとんど平らとなり拍手に利尻火

山の火口を左手にはトビウシナイ沢をみることができ

る.頂上近くのロｰソク岩も間近にみえ火口壁のお

蜘蝦鋤漆志マ泳ヤユ説上流えノ)麦んと続く岩賑の鐙

濡工6鰹拙法志マ素ヤニ拠上流でみられ

る玄城砦剖j紗鐙

灘鰯轍鰯童鱗､徽苗

鶴鱗綴織岳工籔籔一難鰯灘姦･

第1咽禾幌町蘭泊付近の海溝地形遣絡から刊雛形熔猪

そ派をおおう扇状地雌積物y字答がきれいにならんでいる�
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そろしいばかリの断崖や多くの熔岩の累重しているのが

目のあたりに見ることカミできる.そして山頂部の北

東部を廻って鴛泊登山道と合流する.

沓形港から鴛泊港へ

いよいよ島一周の最終コｰスである.ごめコｰスは

利尻主成層火山の長期にわたる激しい侵蝕をこうむらた

後再び起こった大きな火山活動で流出した熔岩流をみ

ることカミできる.この熔岩の占める面積は広くとく

に島の北一西麓をおおっておリ業しい火山の裾野を形

成している.熔岩の厚さは20～30mで噴出源は明ら

かでたいが利尻山頂付近と考えられる.沓形一當上

野間の地域の各所に大規模なショレンドｰム群が存在し

奇観を呈している1ショレンドｰム(S･ho11･ndom)は

玄武岩次どのような流動性に當む熔岩流に多くみられ

熔岩内部に含まれたガスの噴出によって表面の殻が押上

げられ生じたもので厚い熔岩の表面にできた丘状の高

まりである.富士野付近では島の基盤岩である鴛油層

の上位を直接覆っておリ海岸でその関係が観察できる.

また鴛油層と熔岩の接触部で木炭片をみることがある.

この木炭片は沓形熔岩にむしやきにされて生じたもので

14C法によって年代測定を行たづてもらった結果約2

万年前のものであることが判明した(1里C渉は本紙王33

号で紹介されている).この沓形熔岩の流出に引き続

いて利尻島では南と北でしばらく激しい火山活動が続

くのである.

繁工8麟

シ雪レンドｰム(沓形海鋒)沓形玄武岩流によくみられる(一色技官撮艶)

第19図富士野～竃土榊闘凌)海簿では

を玄武岩熔岩(沓形熔岩)がお婁わてお

リノ･ンマｰ頭部付近では木炭片を採

取できる(一色技官鑑影)

第20図ペウタンケウシ沢上流1,100m付近から利尻11順をみる

写真右側では熔岩詳)累璽関係茄とくによく観察される(一色技官撮影)�
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礼文島

礼文島は利尻島と対象的でつつましやかな女性自もな

島である.南北約22knlの狭長低平な島であるが

く

300種を上廻る高山植物･アイヌの悲恋物語を秘める久

じゅ

種湖だと詩情豊かである.地質的には新第三紀とそれ

以前の古い火山岩と堆積岩でその大半は海成層である.

利尻島の新しい火山岩類と比較して見て同じような火

山岩でも噴火様式や噴出する場所が異なれぱかくもち

がうものかということがわかるであろう.

海路は稚内一番深稚内一船泊の直行便のほか利

尻島経由のものがある.島内では南端の知床から香深

鋤舳脇

い

木

海

二対11∴

繍㎜/舳11

信∴

記/四元地憎

11巨糺榊

福111

⑮以化石

十杣物化〃

⑥…､...

知床

第21図礼文島地質図(長尾捨一ほか:ユ963による)

内路船泊を経て白浜にいたる間と香深から元地まで

の定期バろの運行があり道路もよい.しかし西海

津のほとんどは海蝕による断崖絶壁をなしていて元

地付近をのぞいては歩行困難である.

ここでは香深を中心としたバスルｰトにしたがって

述べて行きたい.

香深から知床まで

香深から南端の知床まではバスで15分短時間で見て

帰ることができる.香深付近は中新世の火山角礫岩～

凝灰負礫岩(メシク二層･香深相)が分布していてバ

スが市街地を出てすぐ右手の海蝕崖で眺められる､

“集塊岩"と呼ばれているもので一般に暗灰色を呈す

る多孔質た安山岩の角礫と火山砂あるいは火山性細粒物

が混在する特異な岩相で海中の火山活動による産物で

しやく1こん

ある.海蝕崖のとぎれた尺忍付近には上位の浜中層

の泥岩層カミ分布しているカミ大きな露頭がたく車窓から

は観察できない.次に現われる右手の崖あるいは左手

の岩礁にはふたたび黒ほい“集塊岩"が出ていて

ふんぺ

奮部付近ではみごとた車石構造を示す岩塊も見られる.

奮部から右手に振れて知床に向かう突端には前述の

“集塊岩"をほぼ垂直に貫ぬく安山岩の岩脈がある､

知床部落に入る手前の崖では薄ザ層理を示す硬質な泥

岩層(浜中層)が眺められる.時間があればバスがら

降りて西海津まで歩いてみよう道路筋に細長くつらた

った民家の裏手の崖には浜中層の板状泥岩や凝灰質砂

岩あるいは紬礫岩の互層がよく観察できる.多少火山

性物質が挾まれるが大半は泥岩であって海棲の有孔虫

や珪藻次とを含み火山活動のおだやかた時期の堆積物

第22図礼文島地質総括表

�時代���1尚序�料費その他�

塘��111欄1��;l11干舳仙よび砂11二�例･礫芋IIi1二�
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といえよう.やがて緑色がかった凝灰岩が多くなり

すぐメシク二層の火山円礫岩や凝灰角礫岩へと移り変わ

る.道路の切れるあたりから海岸段丘の上に出てモ

トチ灯台から桃岩に寄って香深にもどるのもよいハ･イキ

ングコｰスである.

香深.から元地･地蔵岩へ

最も多く観光客がおとずれるコｰスで景色の変化と

ともに岩石の露出も多様である.香深市街を出てすぐ

くねくねと曲った山道に入るがこの付近の川沿に緑色

を帯びた凝灰質砂岩カミ見られる.これは元地層の砂岩

層ですぐその上にメシク二層の黒ほい凝灰角礫岩がの

っていてこれらは峠の桃岩トンネルまで続く.峠の

左手南方に円錐形をだして見えるのが

ら勘色を呈する輝石粉岩で柱状およ

岩が見られ海岸に出てから元地部落までは緑色の層

状を示す元地層の良好た露出がつづく.凝灰岩や凝灰

質砂岩および凝灰負礫岩の互層でグリンタフと呼ばれ

るものであり噴出した火山岩は石英安山岩質そ黒雲

母や石英粒が目立つ.元地部藩の手前の崖に黒ほい岩

石がでているがこれは峠の下で見られる熔岩と同質の

安山岩岩脈で元地層を貫ぬいているのがよくわかる.

岬を廻ったところの灰緑色砂岩層からはαZ"ゆ,

P倣加ψκ加〃,8εげ抄鮒,J砂8Zま0〃,N砂肋η伽などの貝化

石カミ産出し海成層であることを示すと同時に築別動

'物灘に近似していることからその時代は中期中新世で

あろうと推察できる.

び板状節理が発達しときに皮殻状～

ねぎ

玉葱状を呈し一大奇観をなしている.

ここからの西海岸の景観はまた格別で

ある.桃若付近の丘陵は寒冷地植物

の草原で有名でその高山植物は北海

道文化財に指定されている.北国の

おそい春5月にピンク色のレブンコ

ザクラ(サクラソウ科)にはじまり

紫色のレブンソウ(マメ科)カラフ

トハナシノブ(ハナシノブ科)草色

のレブンアツモリソウ(ラン科)ネ

ムロシオガマやボタンキンバイェゾ

バクサイチゲエｰデルワイスと風属

のレブンウスユキソウ(キク科)工

･ソカ,!ゾウ･エゾニウやエゾツツジ

センタイノ･ギなど初夏から盛夏にかけ

て200余種が開花し見事たお花畠とな

り島民のオアシスとして親しまれてい

る..かれんな花々に別れをつげて

さて出かけよう.歩いて5分桃岩ト

ンネルの西側の露頭に注意向かって

右上に安山岩熔岩その下に“集塊岩"

カミあってトンネノレｰから致㎜左のとこ

ろで元地層の凝灰質砂岩と不規則た

断層で接している.道路はここから

桃岩や猫岩を眺めなカミら西海岸へと下

る.最初に道路が大きくカｰブする

付近で灰色を呈する堅硬な安山岩熔

第婁3図海､とから眺めた桃済

勲姻桃瀞

慶穀拭飾警が発達している�
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服ブシソ箏

光地の岬に立つと前面に`l1乞幸し苧海蝉?絶睡線∴

1即する1このようた景色は冒本海よド麻荏す辛但め碕

々と共通し亡いるようで崖の高さは60,80mもある.

この崖のはじまる付近で岩石は暗褐色から暗緑色の堅

硬なものと変わる.この岩石はこの島の基盤岩をだし

ている礼文層群のものでその時代は産出化石から下部

白亜紀とされている.礼文層灘

は長尾捨一ほか(1963)によって

第22図のように6層に分帯されて

いる.安山岩質郁､し現岩質の

牛1⊥1岩と火山砕層岩を主体とし

平め厚さは2,500皿以上におよ

∴唯畔積層仰∴

二化石牢抽蔵岩層から二肋1～伽､

"仰岬吋ブ㌣デイ層か.;㍉:

･1ら1坤岬:坤守･1･三･伽､1ゴ

坤㌘ψ枠j恥壱卿11冊即

仰㎞㍗㍗確物岬㍗

みとめられている.

奇岩地蔵岩はこの礼文層襟の最下位の

地層にあたり暗褐色の凝灰角礫岩や硬

い緑色凝灰岩･砂岩と暗灰色の粘板岩の

互層から改りよく観察すると粗くなっ

たり細かくなった`)それらが互いに重

たりあっている状態がわかる.地蔵岩

の北約2kmにわたってはさらに火1⊥1

活動のはげしかったウエンナイ下部層

が分布していて現岩質あるいは安山岩

質の熔岩が多く見られる.

香深から船泊まで

てしかリ

手然までの約2knユにわたっては前

述のメシク二層の黒ほい“集塊岩"が崖

あるいは点在する岩礁に見られ挾まれ

る砂質物の薄層が南に傾斜していて一

般的構造を知ることができる.

手然?岬を廻ってすぐ礼文層群上部

の内路層の暗緑色を呈する凝灰角礫岩や

火山角礫岩が現われる.

岩質は扮岩質であって角礫は玉葱状構

造(タマネギの皮のように丸味を帯びて

祭11離する構造)が著しく特徴がある.

うえんない

.∵柵立春鮮に到着香深井川沿には醐帥宇遠内

事でめ横断道路がある･約1.5km程入ると第27図の

ようだ礼文層鮮と元地層とのみごとた不整合の崖がある

から時間によゆうがあったら屋をのばそう.

香深井市街を出てすぐ暗緑色の内路層の崖を斜めに

切って灰緑色の岩石がみられる.これは閃緑岩質扮岩

第節図地

蔵

秘(礼文節丁�
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凝灰質砂字音

纐物を約シ1･ト巻1-2㎝刎暁橘を1央む

㍗ll･.鰍鮒

.!葦シ.一.基㈱

峠彩.･､二､\..ノ

火さイニ'カニ騨岩

.イｰ;'.竺_.全ノ.壬､.ム逆拠_

第27図香深井から字連内への111道の崖でみられるメシクニ層の基底部

船泊市街の北のはづれ小沢の両岸に小磯を含む凝灰

質細粒砂岩カミあってその中の石灰質団塊から貝化石を

産する.これらはいずれも海棲のGりα〃雌ムオ㈱か

舌｡〃85,P械加ψ66切1,05カ湖gチ秋1伽5〃,丁鮒ブ伽〃α,

N砂肋ωだと中新世を指示するものである.

この地点から北へ約150mも歩くと基盤岩の内路層を

不整合に覆うメシク二層の基底礫岩の崖が見出される.

の岩脈であって内路にいたる約6km間に多く現われる.

微閃緑岩質から粗粒玄武岩質まであって前者はほぼ等

粒の完晶質岩で斜長石･角閃石･普通輝石･石英が肉

眼でもみられる.

きとう寸

起登臼と内路からは礼文岳への登山道路がある.中

腹は背丈の2倍もある熊笹に覆われて

られている.鰯

内路から上泊までの海津は内路属品

と海岸段丘の単調なところ先を急ご

う.上泊から道路は左に岐れ上り板

となる.峠の手前の道路わきに円礫

岩や灰色の礫質砂岩が出現するこれ

はメシク二層の基底部で円礫はほと

んどが礼文層群のものからなってい

る.鵜鰯

くし曲ご

峠をこえると眼下に淡青色の火種湖

その先には濃紺の日本海ぽっかりと

とど

浮んだ海馬島などが丁望できる.火

種湖の手前右手の崖には黒雲母カミ多

く含まれる灰色の凝灰質砂岩層(メシ

層の薄層理を示す暗灰色の泥岩の崖が

船泊からスコトン岬･西上泊へ

船泊から浜中にかけての海岸は島の数少ない砂浜で

砂丘が発達しノ･マナシの散在する異なった風景を呈し

ている.街を出てすぐ火種湖の岸左手の崖に水平の

層理を示す暗褐色の地層がみられる.これは火山礫を

礼文羅灼遺か;コ利尻111を望な

(身㌃ぶノ)ユ970カ､ら)

ある.火種湖は周囲4kmの淡水湖

で水清くフナアメ÷スウグイ

ワカサギコイだとが多く大公望の天

国である.湖畔には先住アイ'ヌの竪

穴シャシ(城砦)の跡が残され土器

や石器が数多く発掘されアイヌの悲

恋物語が秘められている.

第漉図入穣瀬酔､一か一ち

礼文轟を望む

(れぷん螂0水ら)�
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含む凝灰質粗粒砂岩を主体とするもので火種湖層と呼

ばれておりその堆積時代は浜中層よリ新しい.

ポロナイ川の橋のたもとには30oほど傾斜した層理

を示す浜中層の灰色泥岩の崖カミある.ここから江戸屋

部落にかけて浜中層の泥岩がつづく.浜中付近ではと

くに硬質な珪質岩カ溌達している.このような岩相は

中新世中～後期の層準に特徴的なもので一般に硬質頁

岩と呼ばれている.

江戸屋の手前の岬には浜中層を貫ぬく黒色の玄武岩が

見られ周囲の泥岩に変質をあたえている.スコトン

とど

岬から海馬島にかけてはこれと同質の輝石玄武岩が広

く分布している.海馬島には日本最北の無人灯台があ

り異国力ラフトを望むときさいはての実感がわくで

あろう.浜中から道路を南下してみよう.だらだら

坂を登って行くと浜中層の泥岩の上にサラサラとした

砂丘砂がみられる.ここから5分も歩くと低い峠に到

着する.峠からは西上泊の美しい湾内と屹立した西海

岸の絶壁や奇岩を見下すことができる･この湾入部の

水は澄んでいて美しく海中公園の予定地とたっている

ところでありまた付近一帯はウニアワビなどの宝庫

としても有名である.坂を下り始めるとメシク二層の

砂岩層そして人家近くになって上部の泥岩層があらわ

れる.部落の両側には黒ほい玄武岩が露出していて

南の崖では堆積岩との関係を観察することができる.

藻

箒泰鈴､扇鰯織

鰯､

第30図スコトン岬から

液馬島を望む

(礼其町提供)一

あとがき

かけ足の巡検案内になったがお役に

立てば幸です.さいはての島の自然

海の幸心暖たまる島民の人膚にふれ

たとき本当に来てよかったと思うこ

とでしょう.執筆にあたって写真の

提供や参考資料をいただいた礼文町お

よび利尻町に厚くお礼を申し上げる.

(筆者らは地質都)
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